
科学する心や態度を育成する体験的な学びを通して、新しい地域づくりに貢献できる人材を育成する学校

スクール・ポリシー

本校では、次のような資質・能力を育成します。
○コミュニケーション能力を高め、協働して課題を
解決しようとする態度を育成します。
○主体的に学び、地域に貢献できる知識を養いま
す。
○新しい時代を豊かに生きようとする科学的思考
力、創造力を育成します。
○自分の良さや適性を知り、夢に向かって努力し続
ける力を育成します。

本校では、次のような教育活動を実施します。
○授業においてグループワークなど協働的な学習を
実施します。
○地域や大学・専門学校と連携し、知的好奇心を高
める学校行事や学習活動を実施します。
○生徒の希望する多様な進路を実現するためのキャ
リア教育、充実した学習指導を実施します。
○学校設定教科「科学技術」では、現代科学技術に
関わる基本的事項を学ぶ体験的な授業を実施しま
す。

本校は、次のような生徒の入学を期待しています。
○本校で学ぶ目的意識をもち、意欲的に学習に取り
組む生徒
○仲間とともに地域活動、部活動、生徒会活動等に
継続的に取り組む生徒
○身の周りの現代社会が抱える諸問題や自然科学に
興味関心が高い生徒

育成を目指す資質・能力
（グラデュエーション・ポリシー）

教育課程の編成及び実施に関する方針
（カリキュラム・ポリシー）

入学者の受入れに関する方針
（アドミッション・ポリシー）

生徒数（Ｒ７.５.１現在） 設置学科（コース）

アクセス

ＬＲＴ清陵高校前から徒歩１分

全日制課程 ５１１名
　男子232名　女子279名

普通科

ＵＲＬ https://www.tochigi-edu.ed.jp/utsunomiyaseiryo/nc3/

スクール・ミッション

　　　　学校情報・入試情報

学校（学科）情報

学校名

とちぎけんりつうつのみやせいりょうこうとうがっこう
所在地

〒321-3236
　宇都宮市竹下町９０８－３ 学校ＨＰ

栃木県立宇都宮清陵高等学校
電話 ０２８－６６７－６２５１

課程

令和８年度入学者選抜用



栃木県立宇都宮清陵高等学校傾斜配点

外国語
（英語）

学力検査配点 100 100 100 100 100

学力検査 国語 社会 数学 理科

一般選抜情報
選抜の方法 学力検査・調査書

学力検査と調査書の評定の比重
学力検査 ： 調査書

8 ： 2

特色選抜情報
定員の割合 出願するための資格要件 選抜の手順等

30％程度 本校への志望理由が明確で、基本的生活習慣を身に付け
ており、本校での学習に対応できる学力を有し、次の要
件のいずれかに該当する者
(1) 国語、社会、数学、理科、外国語の５教科の学習成
績が優れており、大学への進学を目指し、意欲的に学習
に取り組める者
(2) 中学時代に、スポーツ活動や文化活動に継続して熱
心に取り組んだ者、または生徒会役員として中心となり
活躍した者で、入学後もそれらの活動や本校の部活動に
懸命に取り組める者
(3) 「数学」・「理科」の学習成績が特に優れており、
入学後もその能力を伸長させ、学習や研究活動などに積
極的に取り組める者

【資料の取扱い】
１　志願理由書は、調査書とともに、資格要件の確認及び面接時の参考資料として用
いる。
２　調査書は、
①第１学年から第３学年までの「各教科の学習の記録」の評定（選択科目を除く）を
合計（１３５点満点）する。
②第１学年から第３学年までの国語、社会、数学、理科、外国語の「学習の記録」の
評価を合計（７５点満点）して段階評価を行う。
③第１学年から第３学年までの数学、理科の「学習の記録」の評価を合計（３０点満
点）して段階評価を行う。
④調査書の点数化されない部分については、資格要件に該当する項目について、段階
評価を行う。
３　面接及び作文は、段階評価を行う。

【選抜の手順】次の各段階に該当する受検者について順に、合格内定者を選抜する。
第１次審議
【資料の取扱い】の２の①の合計点数の順位が、特色選抜の募集定員の６０ ％以内
にある者（ただし、定員に満たない場合は受検者の６０％以内にある者）から、【資
料の取扱い】の２の②、③、④のいずれかの評価において、優秀・良好・適性がある
者で、面接・作文の評価が良好または適性がある者を対象とし、調査書の点数化され
ない部分を考慮して総合的に判断し、合格内定者を選抜する。
第２次審議
第１次審議で合格内定となった者を除いた受検者のうち、【資料の取扱い】の２の①
の合計点数の順位が，特色選抜の募集定員の１００％以内にある者（ただし、定員に
満たない場合は全ての受検者）から、【資料の取扱い】の２の②、③、④のいずれか
の評価において、優秀・良好である者で、面接・作文の評価が良好または適性がある
者を対象とし、調査書の点数化されない部分を考慮して総合的に判断し、合格内定者
を選抜する。
第３次審議
第１・２次審議で合格内定となった者を除いた全ての受検者について、全ての検査結
果を総合的に判断して、合格内定者を選抜する。

選抜の方法

○面接
個人面接　時間１０分程度
○作文
時間５０分　字数５００～６００字

その他・特記事項

なし


